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学校改革

「我が子を入れたい学校に」
地に足を着けた改革で
進学校へと転身

◎１９０３年に私立東京開成中学校の分
校として開校。「開成」の由来である中
国の古典『易経』の「開物成務」の
精神に基づき、自主独立の精神や目標
を達成する強い意志を持つ人材の育成
などを目指す。海洋教育や映像教育、
国際交流など特色ある教育を展開する。

国公立大は、北海道大、東北大、筑波大、
東京大、東京工業大、一橋大、横浜国
立大、京都大、首都大学東京、横浜市
立大などに８９人が合格。私立大は、青
山学院大、慶應義塾大、国際基督教大、
上智大、法政大、早稲田大、立命館大
など延べ９８０人が合格。

設立

形態

生徒数

1１年度入試合格実績（現浪計）

1903（明治36）年

全日制／普通科／男子

１学年約２５０人

住所

電話

Web Site

〒249-8510　神奈川県逗子市新宿2-5-1

046-871- 2062

63
指導変革の

成果実践背景

◎１９８０年代半ばか
ら改革に着手、進学
校となったが、やがて
難関大合格者数は頭
打ちに

変革のステップ

◎基礎学力試験の導
入、総合的な学習の
時間での表現力の育
成などで、生徒の総
合力を高める

◎難関国公立大の合
格実績は安定的に推
移。全校体制の改革
を通して、教師の一
体感が生まれる

http://www.zushi-kaisei.ac.jp/

神奈川県・私立

逗子開成中学・高校

　
逗
子
開
成
中
学
・
高
校
は
、
神
奈
川
県
逗
子
市
の
海

辺
に
あ
る
私
立
の
中
高
一
貫
校
で
あ
る
。
30
年
ほ
ど
前

ま
で
は
進
学
面
で
注
目
さ
れ
る
学
校
で
は
な
か
っ
た
。

袴
田
潤
一
校
長
は
、
こ
の
よ
う
に
当
時
を
振
り
返
る
。

　「
１
９
８
０
年
代
半
ば
ま
で
は
子
ど
も
も
多
く
、

取
り
立
て
て
努
力
を
し
な
く
て
も
生
徒
が
集
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、教
師
の
危
機
意
識
は
薄
く
、

進
学
実
績
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
学
校
と
し

て
の
特
色
を
打
ち
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

機
運
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
改
革
に
着
手
し
た
の
は
80
年
代
半
ば
だ
。
そ
こ
か
ら

頭
角
を
現
し
、
90
年
代
か
ら
難
関
大
合
格
者
が
増
え
始

め
、
２
０
０
０
年
代
に
は
一
定
数
の
東
京
大
合
格
者
が

輩
出
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　
け
ん
引
役
と
な
っ
た
の
は
、
84
年
に
理
事
長
に
就
任

し
た
元
徳
間
書
店
社
長
の
徳
間
康や

す

快よ
し

氏
（
故
人
）
だ
っ

た
。
同
校
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
徳
間
氏
は
、
停
止
し
て

い
た
中
学
校
の
募
集
を
86
年
に
再
開
。
こ
れ
を
皮
切
り

に
、
二
学
期
制
へ
の
移
行
、
土
曜
講
座
の
開
講
、
海
外

研
修
の
実
施
、
英
語
教
育
の
充
実
、
映
像
教
育
の
導
入

な
ど
の
諸
施
策
を
次
々
と
実
行
し
た
。

　
進
学
実
績
が
上
向
く
中
で
、
教
師
は
更
な
る
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。
早
慶
上
智
や
東
京
大
の
合
格
者

も
出
始
め
た
90
年
代
半
ば
に
「
国
公
立
コ
ー
ス
」
を
設

け
、国
公
立
大
進
学
を
軸
と
し
た
指
導
へ
舵
を
切
っ
た
。

矢
継
ぎ
早
に
改
革
を
進
め

進
学
校
へ
と
変
貌
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こ
の
時
、
改
革
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
が
、
徳
間
氏

の
理
事
長
就
任
後
に
採
用
さ
れ
た
若
手
教
師
た
ち
だ
っ

た
。「
改
革
１
期
生
」
で
あ
る
教
師
た
ち
が
30
代
前
半

で
校
務
分
掌
の
主
任
と
な
り
、
学
校
の
方
向
性
を
真
剣

に
模
索
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

　「
好
き
な
こ
と
に
取
り
組
み
な
さ
い
」
と
い
う
理
事

長
の
一
声
に
勇
躍
し
た
教
師
た
ち
は
、「
本
当
の
進
学

校
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」「
受
験
に
特
化
し
な
い

総
合
的
な
力
を
身
に
付
け
さ
せ
た
い
」
な
ど
と
、
学
校

の
進
む
べ
き
方
向
を
語
り
あ
っ
た
。
教
務
部
長
の
三
須

浩
幸
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
当
時
を
振
り
返
る
。

　「
袴
田
現
校
長
の
『
自
分
の
子
ど
も
を
入
れ
た
い

と
思
え
る
学
校
に
し
よ
う
』
が
、
私
た
ち
の
合
言
葉

で
し
た
。
誰
か
が
『
こ
ん
な
ア
イ
デ
ア
は
ど
う
だ
ろ

う
』
と
言
う
だ
け
で
、
次
の
会
議
で
は
別
の
誰
か
が

具
体
的
な
計
画
を
立
て
、
す
ぐ
に
実
行
に
移
す
と
い

う
よ
う
に
、
良
い
と
思
っ
た
こ
と
は
即
座
に
取
り
入

れ
実
行
し
ま
し
た
。
今
思
い
返
せ
ば
、
確
信
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
良
い
学
校
に

し
た
い
と
い
う
情
熱
だ
け
で
動
い
て
い
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
勢
い
が
学
校
を
大
き
く
前

進
さ
せ
て
い
る
と
い
う
実
感
も
あ
り
ま
し
た
」

　
教
師
の
勢
い
そ
の
ま
ま
に
、
同
校
は
右
肩
上
が
り
に

進
学
実
績
を
上
げ
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
00
年
代
初

め
、
一
つ
の
壁
に
ぶ
ち
当
た
る
。
順
調
だ
っ
た
進
学
実

績
が
頭
打
ち
と
な
り
、
東
京
大
合
格
者
数
が
一
人
、
ゼ

ロ
と
い
う
年
が
続
い
た
の
だ
。授
業
の
研
さ
ん
に
努
め
、

徹
底
し
た
補
習
指
導
や
個
別
指
導
も
行
っ
た
。
そ
れ
で

も
、
難
関
大
合
格
が
ほ
ぼ
確
実
と
思
わ
れ
て
い
た
生
徒

が
次
々
と
不
合
格
に
終
わ
っ
て
い
っ
た
。

　「
何
が
足
り
な
い
の
か
」
を
分
析
し
た
結
果
、
見
え

て
き
た
の
は
「
基
礎
学
力
の
定
着
」
と
い
う
課
題
だ
っ

た
。
進
学
指
導
部
長
の
土
川
尚
彦
先
生
は
次
の
よ
う
に

話
す
。

　「
当
時
の
私
た
ち
は
、
東
京
大
の
よ
う
な
難
関
大

に
合
格
さ
せ
る
に
は
、
難
し
い
問
題
を
解
か
せ
れ
ば

よ
い
と
い
う
発
想
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
基

礎
学
力
が
定
着
し
て
い
な
い
生
徒
に
、
応
用
的
な
問

題
ば
か
り
を
解
か
せ
、
指
導
が
『
上
滑
り
』
の
状
態

に
な
っ
て
し
ま
い
、
入
試
に
必
要
な
地
力
を
身
に
付

け
さ
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
」

　
基
礎
学
力
の
大
切
さ
に
気
付
く
契
機
と
な
っ
た
の

は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
で
の
失
敗
だ
っ
た
。

　「
個
別
学
力
試
験
に
対
応
で
き
る
高
い
学
力
を
持

つ
生
徒
が
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
基
礎
的
な
問
題
で
つ

ま
ず
く
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
こ
の
頃
で
す
。
そ
れ

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
基
礎
学
力
と
は
何
か
、
基
礎

学
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う

議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
」（
三
須
先
生
）

　
そ
れ
か
ら
１
年
、
教
科
ご
と
に
基
礎
学
力
と
は
何
か

を
徹
底
的
に
話
し
合
っ
た
。
国
語
科
の
宮
﨑
太
郎
先
生

は
当
時
を
振
り
返
っ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
そ
れ
ま
で
、
教
科
の
指
導
は
個
々
の
教
師
の
裁

量
に
任
さ
れ
、『
逗
子
開
成
の
国
語
』
と
い
う
体
系

立
て
た
指
導
は
出
来
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
分

野
で
は
ど
の
語
彙
ま
で
覚
え
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

か
、
最
低
限
定
着
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
文
法
は

何
か
な
ど
、
教
科
内
で
何
度
も
討
議
を
重
ね
て
、
指

導
の
基
礎
を
構
築
し
て
い
き
ま
し
た
」

逗
子
開
成
中
学
・
高
校

町
田
泰
史

　 M
ach

id
a Y

asu
sh

i

教
職
歴
・
同
校
赴
任
歴
共
に
９
年
。
進
学
指
導
部
。「
人

間
関
係
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
積
極
的
に
自
ら
学
ぶ
意

欲
を
引
き
出
す
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
」

逗
子
開
成
中
学
・
高
校

宮
﨑
太
郎

　 M
iyazak

i T
aro

教
職
歴
・
同
校
赴
任
歴
共
に
20
年
。
教
科
研
究
委
員
長
。

「
生
徒
の
思
い
や
考
え
を
引
き
出
し
、
意
味
を
与
え
る
こ

と
で
、
自
ら
学
び
考
え
る
喜
び
を
味
わ
わ
せ
た
い
」

逗
子
開
成
中
学
・
高
校

土
川
尚
彦

　 T
su

ch
ik

aw
a N

ao
h

ik
o

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
19
年
目
。
進
学
指
導

部
長
。「
教
員
の
熱
意
、
生
徒
を
信
じ
る
気
持
ち
が
生
徒

を
動
か
す
原
動
力
と
な
り
、
互
い
の
信
頼
に
つ
な
が
る
」

基
礎
学
力
の
重
要
性
に
気
付
き

教
科
の
基
礎
と
は
何
か
を
徹
底
的
に
議
論

逗
子
開
成
中
学
・
高
校

三
須
浩
幸

　 M
isu

 H
iro

y
u

k
i

教
職
歴
・
同
校
赴
任
歴
共
に
27
年
。
教
務
部
長
。「
生
徒

の
目
線
で
考
え
る
、
保
護
者
が
期
待
す
る
こ
と
を
敏
感

に
感
じ
取
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

逗
子
開
成
中
学
・
高
校
校
長

袴
田
潤
一

　 H
ak

am
ad

a Ju
n

ich
i

教
職
歴
・
同
校
赴
任
歴
共
に
28
年
。「
教
師
自
ら
が
学
問

を
愛
し
、
生
徒
に
そ
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
」
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神奈川県・私立　逗子開成中学・高校神奈指導変革の

　
基
礎
学
力
定
着
の
た
め
の
取
り
組
み
も
、
新
た
に
導

入
し
た
。
核
と
な
る
の
は
「
基
礎
学
力
試
験
」
だ
。
中

学
１
・
２
年
生
は
各
２
回
、
中
学
３
年
生
は
１
回
。
対

象
は
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
英
語
の
５
教
科
で
、

最
低
限
覚
え
て
ほ
し
い
内
容
を
精
選
し
た
マ
ー
ク
形
式

（
数
学
の
み
記
述
）
の
テ
ス
ト
だ
。
問
題
数
は
１
０
０

問
。
定
期
考
査
の
よ
う
な
複
数
分
野
の
融
合
問
題
で
は

な
く
、
分
野
ご
と
に
設
問
を
分
け
、
基
礎
的
事
項
の
定

着
を
問
う
。

　
基
礎
的
な
内
容
だ
け
に
全
員
満
点
が
理
想
だ
が
、
実

際
に
は
難
し
い
。
重
要
な
の
は
、
生
徒
が
試
験
結
果
を

自
分
自
身
の
弱
点
の
克
服
に
結
び
付
け
る
こ
と
だ
。
分

野
や
単
元
ご
と
に
正
解
率
が
出
る
た
め
、
生
徒
は
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト
（
図
）
を
使
っ
て
自
分
の
理
解
が
定
着
し

て
い
な
い
分
野
を
把
握
し
、
重
点
的
に
復
習
で
き
る
。

　
教
科
担
任
に
と
っ
て
試
験
結
果
の
分
析
は
、
授
業
の

見
直
し
に
つ
な
が
る
。
正
解
率
の
低
い
分
野
に
つ
い
て

は
、
直
近
の
授
業
で
、
ど
こ
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
か

を
生
徒
に
直
接
聞
く
こ
と
で
、
生
徒
の
つ
ま
ず
き
を
す

ぐ
に
解
消
で
き
る
。
ま
た
、
次
年
度
に
同
じ
部
分
を
教

え
る
時
に
は
、
正
解
率
が
低
か
っ
た
こ
と
を
前
提
に
教

え
方
を
工
夫
で
き
る
。

　
中
学
３
年
生
〜
高
校
２
年
生
で
は
、
基
礎
学
力
試
験

に
代
わ
り
、
実
力
試
験
を
行
う
。
試
験
は
基
礎
３
、
標

準
３
、
発
展
４
の
割
合
で
、
毎
回
、
独
自
の
問
題
を
作

成
し
て
い
る
。

　
多
く
の
学
校
で
は
、
実
力
試
験

の
問
題
は
当
該
学
年
の
教
科
担
任

が
作
問
す
る
。
し
か
し
、
同
校
で

は
、
他
学
年
の
教
師
も
作
問
に
加

わ
る
こ
と
が
あ
る
。

　「
高
校
１
年
生
で
は
こ
の
問

題
が
出
来
て
ほ
し
い
と
い
う
観

点
か
ら
、
高
校
３
年
生
の
教
師

が
作
問
に
加
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
生
徒
の
実
力
を
知
ら
な

い
他
学
年
の
教
師
の
方
が
、
到

達
す
べ
き
レ
ベ
ル
を
客
観
的
に

判
断
し
、
作
問
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
生
徒
の
正
解
率
が

低
け
れ
ば
、
当
該
学
年
の
先
生

方
が
指
導
を
振
り
返
る
き
っ
か

け
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。
他
学

年
の
教
師
が
作
問
を
行
う
こ
と

で
、
生
徒
の
実
力
を
測
る
だ
け

で
な
く
、
当
該
学
年
の
指
導
力

ま
で
問
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
」（
土
川
先
生
）

　
学
校
を
挙
げ
て
教
科
学
力
の
向
上
を
目
指
す
一
方
、

大
学
卒
業
後
ま
で
を
見
越
し
た
総
合
的
な
力
の
育
成
も

重
視
す
る
。
80
年
代
後
半
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
は
、

国
際
教
育
や
情
報
教
育
な
ど
、
そ
の
後
に
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
な
教
育
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
（
以
下
、
総
合
学
習
）」
が
導
入

さ
れ
た
時
も
、
そ
の
趣
旨
に
沿
っ
た
教
科
横
断
的
な
学

び
、
人
間
力
の
向
上
を
追
求
し
て
き
た
。

　「
人
間
学
」
と
呼
ば
れ
る
同
校
の
総
合
学
習
は
、
表

図 「チェックシート」

各教科とも、分野別に得点、得点率、平均点を記載、苦手分野を把握させる。また、教科の得点分布
をグラフ化し、自分がどのレベルなのかも認識させる 　　　　　　　　　＊学校資料をそのまま掲載

５教科の得点、平均点

得点の
度数分布

国語
分野別の得点、
得点率、平均点

社会
分野別の得点、
得点率、平均点

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
る

総
合
学
習
で
人
間
力
向
上
を
図
る

基
礎
学
力
試
験
の
導
入
で

弱
点
を
重
点
的
に
見
直
す
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現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、
社
会
で
必

要
と
な
る
力
の
育
成
を
目
指
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

だ
。
中
学
校
で
は
基
本
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
か
ら
、
ス
ピ
ー
チ
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
の
高
度

な
表
現
力
ま
で
身
に
付
け
る
。
高
校
１
・
２
年
生
で
は
、

企
業
と
提
携
し
て
校
内
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

し
社
会
の
一
端
を
体
験
し
た
後
、
大
学
研
究
や
「
研
究

旅
行
」
な
ど
を
通
し
て
具
体
的
な
進
路
を
考
え
て
い

く
。
進
学
指
導
部
の
町
田
泰
史
先
生
は
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。

　「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
授
業
や
部
活
動
か
ら
は
分
か
ら
な
い
生

徒
の
別
の
側
面
が
見
え
て
く
る
の
も
総
合
学
習
の
メ

リ
ッ
ト
で
す
。
普
段
寡
黙
な
生
徒
が
、
あ
る
テ
ー
マ

に
な
る
と
、
目
を
輝
か
せ
て
話
し
始
め
る
と
い
う
こ

と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
を
多
面
的
に
把
握

す
る
た
め
に
も
、
欠
か
せ
な
い
取
り
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
」

　
中
学
２
年
生
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
は
、『
世
界
が
抱
え

る
１
０
０
の
問
題
』
と
い
う
独
自
の
教
材
を
使
用
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
や
世
界
で
課
題
に
な
っ
て
い
る

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
教
師
全
員
が
現
状
と
展
望
を
論
じ

た
も
の
だ
。
環
境
、
食
糧
、
戦
争
か
ら
、
万
能
細
胞
、

オ
タ
ク
文
化
ま
で
、
幅
広
い
論
点
に
つ
い
て
教
科
の
専

門
を
超
え
て
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
題
材
を
提
供
す
る
。

　「
総
合
学
習
を
通
し
て
積
極
的
に
自
己
を
表
現
で

き
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
の
は
大
き
な
成
果
で
す
。

新
課
程
で
は
言
語
活
動
や
活
用
す
る
力
が
重
視
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
力
を
更
に
伸
ば
し
て
い

く
た
め
に
、
今
後
は
総
合
学
習
で
培
っ
た
双
方
向
的

な
授
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
教
科
の
授
業
の
中
に
応
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
宮
﨑
先
生
）

　
教
師
の
指
導
力
向
上
に
不
断
の
努
力
を
払
っ
て
き
た

こ
と
も
、同
校
の
躍
進
を
支
え
る
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
だ
。

早
く
か
ら
授
業
公
開
を
導
入
し
、
良
か
っ
た
点
、
改
善

す
べ
き
点
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、
年
２
〜
３
回
、

全
教
科
で
勉
強
会
を
実
施
し
、
教
科
の
専
門
性
に
磨
き

を
か
け
て
い
る
。
授
業
公
開
や
研
究
会
に
は
他
教
科
の

教
師
も
参
加
し
、
教
科
内
で
は
気
付
き
に
く
い
ア
ド
バ

イ
ス
や
意
見
を
述
べ
る
こ
と
も
多
い
。
教
科
の
垣
根
を

越
え
た
交
流
が
、
同
校
の
一
体
感
を
支
え
て
い
る
。

　
若
手
教
師
が
学
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
自
由
に
発

言
で
き
る
の
も
、
同
校
の
強
み
だ
。
英
語
科
で
は
３
か

月
に
１
回
、
20
〜
30
代
の
若
手
教
師
が
、
新
課
程
を
視

野
に
入
れ
た
新
し
い
シ
ラ
バ
ス
に
つ
い
て
研
究
会
を
開

い
て
い
る
。
振
り
返
れ
ば
、袴
田
校
長
や
三
須
先
生
ら
、

当
時
若
手
だ
っ
た
「
改
革
１
・
２
期
生
」
が
改
革
を
け

ん
引
し
て
き
た
。
若
手
教
師
に
活
躍
の
場
を
与
え
る
学

校
文
化
は
、
今
な
お
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
だ
。

　「
新
し
い
取
り
組
み
や
学
校
の
将
来
を
考
え
る
時
、

私
は
先
生
方
に
『
あ
な
た
が
校
長
や
教
頭
、
主
任
だ

っ
た
ら
ど
う
す
る
か
考
え
て
く
だ
さ
い
』
と
話
し
て

い
ま
す
。
先
生
方
が
『
自
分
た
ち
の
学
校
』
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
日
々
の
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
で
学

校
全
体
の
勢
い
が
出
て
く
る
の
で
す
」（
袴
田
校
長
）

　
例
え
ば
、
登
校
時
の
立
ち
番
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
、
全
員
で
そ
れ
に
当
た
る
の
も
、
教
師
一
人

ひ
と
り
に
「
自
分
た
ち
の
学
校
」
と
い
う
意
識
が
根
付

い
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
11
年
度
か
ら
は
、
若
手
教
師
が
中
心
と
な
り
、
全
国

の
公
立
・
私
立
の
進
学
校
を
訪
問
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
吸

収
に
努
め
て
い
る
。
若
手
の
一
人
で
あ
る
町
田
先
生
は

次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
現
在
、
本
校
は
進
学
実
績
も
安
定
し
て
い
ま
す

が
、
決
し
て
現
状
に
安
住
し
て
は
い
け
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
回
、
全
国
の
高
校
を
訪
問
し
、
教

育
に
対
す
る
先
生
方
の
志
に
刺
激
を
受
け
る
と
同
時

に
、
本
校
で
も
改
革
を
更
に
前
進
さ
せ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
」

　
改
革
当
初
、
他
校
を
視
察
せ
ず
試
行
錯
誤
し
て
き
た

同
校
が
、
今
、
他
校
に
目
を
向
け
る
の
は
な
ぜ
か
。

　「
安
定
し
た
実
績
を
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
こ

そ
、
謙
虚
に
な
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
改
革

当
初
は
、
こ
ん
な
学
校
に
し
た
い
と
い
う
思
い
だ
け

で
取
り
組
み
、
若
さ
と
勢
い
で
実
績
を
上
げ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
今
、
入
学
し
て
く
る
生
徒
の
学
力
は

向
上
し
、
保
護
者
の
期
待
も
か
つ
て
な
い
ほ
ど
大
き

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
失
敗
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
他

校
か
ら
多
く
を
学
び
、
更
な
る
上
昇
の
き
っ
か
け
を

つ
か
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
三
須
先
生
）

「
自
分
た
ち
の
学
校
」
と
い
う

意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
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